
                                   

 

 

新たなスタート 
 

校長 鈴木 孝洋 
 

  満開の桜のあとに、若葉の萌え出る麗しい季節となりました。本年度より、矢口中学

校に着任いたしました校長の鈴木孝洋です。よろしくお願いいたします。本校は新入生

１７８名を加え、生徒数５０９名で令和５年度をスタートしました。スタートに当たり、

始業式、入学式で生徒に次のようなメッセージを伝えました。 

  「他人と過去は変えられないが、自分と未来は変えられる」という言葉があります。

いくら後悔しても、過去の出来事を変えることはできないですし、他人の気持ちを変え

ることは難しいでしょう。しかし、自分と未来は、自分の力でいくらでも変えることが

できます。これまでのコロナ禍において、できない理由を探すのではなく、「こうすれば

できる」という前向きな気持ちで物事にあたり、工夫をしながら皆さんは過ごしてきま

した。コロナであっても、そうでなくても後悔することはあるのかもしれません。大切

なのは後悔するだけで終わらせるのではなく、正しく振り返り、これからに生かすこと

です。自分自身を変えるのは自分であり、自分が変わることで未来は変わっていきます。

新しくスタートする節目の時です。未来に向けての第一歩をしっかりと踏み出しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 矢口中学校は教職員一同、一丸となって生徒の育成に全力で取り組んでまいります。中

学生時代は、心身ともに子どもから大人へと成長する難しい時期ではありますが、学校と

家庭、地域の三者が「子どもたちのより良い成長のため」という共通の願いをもって、連

携していくことが大切です。ご理解とご協力をお願いいたします。 
 
【お知らせ】マスクの着用について 

文部科学省より、学校の授業などは４月１日以降、基本的にマスク着用を求めないとす

る通知が出されました。本校も学校生活においては、マスクを外すことを基本とします。

また、マスクの着用を希望する生徒については、マスクの着用のまま学校生活を送れます。

しばらくは、手洗いや換気、給食時の机の向かい合わせは見送る等の感染症対策を継続し

ます。今後につきましては、東京都教育委員会、大田区教育委員会の方針を受けながら教

育活動を進めてまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

令和５年度  ４月号 

大田区立矢口中学校 

HPアドレス https://www.ota-school.ed.jp/yaguchi-js 

矢口中学校の教育目標 
 

人間尊重の精神を教育の基本におき、人間性豊かで、民主的な社会を担うことのできる

人間を育成するために、次の目標を定める。 

 

気づき、考え、行動できる生徒を育てる。 
 

○学ぶ人   ○思いやる人   ○鍛える人   ○はばたく人 
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「退 職」              「転 入」 

 

 

      

      

 

 

「転 出」 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

教職員の異動 

 

 

〇 昨年度最終号の掲載から漏れていましたので、改めて追加で掲載します。 

大変、申し訳ありませんでした。 

家  庭  科…東京都公立学校美術展覧会出品『エコバック』【            】 

活躍する矢中生 

中学生です 

先輩方の姿を 

よく見よう 

 

中堅学年です 

１年生が 

見ています 

最上級生です 

後輩に見本の姿

を見せよう 
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